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2010年には約 58万件であった大学全体の相談件数が 2014年には約 70
万件に増加していることが明らかになった。相談体制が整ったことによ
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主テーマ サブカテゴリー 記述数 具体例
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頼り 尊敬 6 人生の先輩・頼りになる
意見・指摘 9 的確な答え・客観的な意見・アドバイスがもらえる
類似 近い立場 13 年が近い・同性・状況が似てる
考えが似てる 6 価値観が似てる・悩みが似てる・共感する点が多い






















親が 23人（21.9％），父親が 3人（2.9％），きょうだいが 9人（8.6％），
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では，母親が 63人（60.0％），父親が 10人（9.5％），きょうだいが 2人
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友人への自律的援助要請 .04 .162 .341** .153 .168
友人への平気な振り -.038 -.145 -.026 .139 .023
友人への依存的援助要請 .043 -.026 .075 .036 .043
親への自律的援助要請 -.095 .415** .207* .107 .225*
親への平気な振り .084 -.291** -.029 .127 -.068














聖心女子大学大学院論集　第 43 巻 1号（通巻 60 号）2021 年 7 月















主テーマ サブカテゴリー 記述数 記述例
重要度 4 重要度が低い、高い





羞恥 自己開示の抵抗 13 他人が知らない自分・恥ずかしい
内容 5 内容的に話しずらい
他者からの評価の懸念 6 そのことで悩んでる姿を見せたくない
相手の理解度 理解 9 理解してもらえない
信用 1 信用できない
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Table 4　各クラスタにおける援助要請尺度の平均 (SD)と分散分析の結果







n=29 n=24 n=19 n=29
平均（SD) 平均（SD) 平均（SD) 平均（SD)
友人への自律的援助要請 3.85(0.64) 3.60(0.85) 4.78(0.43) 4.00(0.69) 11.72** 3>4,1,2
友人への平気な振り 4.18(0.54) 5.33(0.49) 2.59(0.49) 3.99(0.76) 76.34** 2>1,4>3
友人への依存的援助要請 3.38(0.70) 2.08(0.60) 4.25(0.64) 3.42(0.96) 31.73** 3>4,1>2
親への自律的援助要請 5.00(0.57) 3.38(1.18) 5.07(0.86) 3.20(0.80) 34.75** 3,1>2,4
親への平気な振り 2.80(0.91) 4.90(0.84) 2.43(1.07) 4.52(0.90) 42.52** 2,4>1,3

















n=29 n=24 n=19 n=29
平均（SD) 平均（SD) 平均（SD) 平均（SD)
不信 3.68(0.76) 3.65(1.16) 3.51(0.73) 3.67(0.54) 0.20
自分への信頼 4.16(0.67) 3.96(1.02) 4.45(0.86) 3.78(0.57) 3.14* 3>4
他者への信頼 4.29(0.65) 4.50(0.86) 4.77(0.60) 4.10(0.72) 3.73* 3>4
情動的共感性 3.91(0.73) 3.78(0.98) 3.52(0.85) 3.71(0.60) 0.943
認知的共感性 4.04(0.66) 3.95(0.80) 3.85(0.69) 3.89(0.56) 0.354
*p<.05
臼井　志織
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Table 6　KJ法による相談を受ける理由の分類
主テーマ サブカテゴリー 記述数 記述例
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